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佐藤　悠
（アーティスト・鑑賞プログラマー）

一見何も無いところから、表現が紡ぎ出される現場を作ってい
る。 地域などに滞在し、協働でプロジェクトを行う他、パフォー
マンス、レクチャー、ワークショップなど、様々な表現を場や機会
に応じて発表。 主な作品に、一枚の画面に絵を描きながら、参
加者と即興の物語を作るパフォーマンス「いちまいばなし」など
がある。 2018年宇都宮美術館での実施をきっかけに、近年は
美術鑑賞プログラムの開発に力を入れており、美術館、教育施
設、企業等で実践を行っている。

森永 康平
（内科医師／獨協医科大学 非常勤講師、ミルキク代表）

内科医として病院の初診外来で診療する傍ら、絵画や彫刻、マ
ンガなど広くアート作品を題材に「対話型鑑賞」の手法を取り入
れたプログラムを医学教育に導入。 作品の鑑賞や共有を通じ
て、臨床現場に直結する観察力・言語化能力・コミュニケーショ
ン力の育成を目指している。 現在は栃木県立美術館・宇都宮美
術館と連携した医学生向けギャラリートークも展開。 講演・執
筆活動を通じて、診療現場を超えたアート基盤型教育の効果を
提案している。
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縣　拓充
（教育心理学、認知科学／千葉大学 大学院国際学術研究院准教授）

主に教育心理学・認知心理学的なアプローチから、 1）創造性、 
2）アートを通した学び、 3）ミュージアムにおける学び、の理解と
支援に向けた研究を行っている。 2023年からは、内閣府戦略
的イノベーション創造プログラム（「ポスコロSIP」）の受託を受
け、アーティストを含めたさまざまな人がそれぞれの視点を持ち
寄り、互いに触発し合えるような学びのプラットフォームを構築
する、「ななめ大学」という研究プロジェクトを展開している。
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■ 講師 ： 縣 拓充（教
育心理学

、認知科学
／千葉大

学 大学院国
際学術研

究院准教
授）

佐藤 悠（アーテ
ィスト、鑑

賞プログ
ラマー）

森永康平（
内科医師

／獨協医
科大学 非常勤講

師、ミルキ
ク代表）

■ 場所 ： 宇都宮美
術館 講義室　

　■ 定員 ： 先着170名

※申込不
要、入場無

料　※企
画展もし

くはコレク
ション展の

チケットが
必要です

。
心理学の

視点から
アートの

学びや創
造を研究

する縣拓
充さん、美

術ファン
やビジネ

スパーソ
ン向けに

鑑賞講座
を展開す

る佐藤悠
さん、そし

て、医学教
育に対話

型鑑賞を
取り入れ

ている森
永康平さ

んを講師
に迎え、

実践的な
事例を紹

介する報
告会を開

催します
。 いま広が

りを見せ
る多彩な

アート鑑
賞法とそ

の意外な
効果や背

景を知る
ことで、

アート鑑
賞を日常

や仕事に
活かすヒ

ントがき
っと見つ

かります
。

●JR東京駅から東北新幹線にて「JR宇都宮駅」下車（約50分）、JR宇都宮駅西口5番バス乗場から
関東バス 「豊郷台･帝京大学経由宇都宮美術館」 行き終点下車（約25分）

●東北自動車道 「宇都宮インターチェンジ」 から約10km、 「鹿沼インターチェンジ」 から約14km 
●北関東自動車道 「上三川インターチェンジ」 から約19km
※詳細は、宇都宮美術館ホームページ（http://u-moa.jp）の利用案内、交通案内をご覧ください。

@utsunomiya_moa


